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大窪町内自治会

今
年
度
を
振
り
返
っ
て

大
窪
町
内
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
な
毎
日
を
お
過
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
よ
り
大
窪
自
治
会
に
対
し
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す

令
和
二
年

一
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
、
収
束
し
な
い
ま
ま

の
令
和
五
年
五
月
、
感
染
症
五
類
に
移
行
し
行
動
制
限
の
自
粛
が
緩
和
さ
れ
、
大
窪

自
治
会
の
年
間
行
事
も
計
画
ど
お
り
実
施
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
四
年
ぶ
り
の
納
涼
祭
・も
ち
つ
き
大
会
は
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
に

よ
り
楽
し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
一
斉
清
掃
（春
・秋
Ｙ
町
内
草
刈
・花
植
え
作

業
等
町
内
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
計
画
ど
お
り
実
施
で
き
ま
し
た
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

高
平
台
校
区
に
お
い
て
も
夏
祭
り
・ど
ん
ど
や
ｏ各
種
団
体
の
行
事
等
四
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
行
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
町
内
地

域
の
隣
保
組
長
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
と
安
全
・安
心
な
町
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
令
和
六
年
が
町
内
の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
き
年
と
成
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
吉
日

大
窪
自
治
会
会
長

　
森
田
仁
徳

町内草刈 り10月 21日 (土 ) 自治会総会 4月 23日 (日 )

子供会と自治会により植えられた花
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廃品回収 5月 14日 (日 )
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令和 5年 8月 19日 (土)

大贔納涼匁

ンテイアバンドの演奏

永里社長のご挨拶

大勢の人の参加 食べ物コーナーに並ぶ人達

[2]
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令和 5年 12月 17日 (日 )

お世話係は大変です

前の日の準備している様子

もちつく順番を待っています

つきあがった餅を丸めます

杵の手入れも欠かせません

[3]

出来上がり !

一鶴

澤
諄
磯

費

,I

[
絆
ィ

―
麟
Ｆ
ヽ
ぽ

パパ達頑張ってね

一」

一
”

・１

轟暴

ご』

F□暉 |.|1警ヨ

ゴ

下写iポ



2024 3

ネ

た
ち
づ
ネ

ら

ず
ま

う

「
人
饉
」

を
サ

ル
タ
ー

～

人

窪

の

回

路

を

訪

ね

て

～

今
回
は
、
「大
窪
年
の
神
」と
「大
窪
菅
原
神
社
」を

訪
ね
ま
す
。

【大
窪
年
の
神
】

飛
田
バ
イ
パ
ス
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
交
差
点
か
ら
檜
山

地
区
に
入
り
門
町
方
面
に
抜
け
る
途
中
の
道
路
沿
い
に
大

窪
年
ノ
神
が
祀
っ
て
あ
る
。
肥
後
国
神
社
明
細
帳
に
「神
石

に
鎮
座
。
従
来
路
傍
の
雑
社
タ
リ
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ま
で
は
年
に
１
度
祭
り
の
日
に
作
ら
れ
る
藁
（わ

ら
）の
屋
根
が
つ
い
て
る
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。

創
立
は
不
明
だ
が
、
御
神
体
は
陰
陽
を
か
た
ど
る
安
山

岩
自
然
石
が
２
つ
並
列
し
て
建
っ
て
い
る
。

こ
の
神
は
、
作
物
を
稔
ら
せ
た
り
、
山
を
守
っ
た
り
す
る

神
で
、
日
の
神
と
か
、
山
の
神
と
か
呼
ば
れ
て
き
た
。
春
に

な
る
と
年
ノ
神
の
ほ
こ
ら
に
集
ま
っ
て
、
作
物
が
よ
く
稔
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
り
、
日
照
り
が
続
い
て
田
ん
ば
に
水
が

な
く
な
る
と
雨
乞
い
の
祈
り
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。
年
末
に

な
る
と
屋
根
が
葺
き
替
え
ら
れ
、
甘
酒
が
そ
そ
が
れ
る
。

【大
窪
菅
原
神
社
】

向
地
区
か
ら
大
窪
公
民
館
に
向
か
う
途
中
に
大
窪

菅
原
神
社
が
あ
る
。
創
立
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
九

年
教
部
省
３
７
に
「祭
日
十

一
月
二
十
五
日
、
神
木
二
鎮

座
、
従
来
路
傍
ノ
雑
社
タ
リ
。こ
と
記
さ
れ
て
い
て
ヽ
戦

後
は
熊
野
神
社
の
摂
社
（そ
の
神
社
の
祭
神
と
縁
故
の

深
い
神
を
祀
っ
た
神
社
）の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
神

社
と
言
え
る
よ
う
な
社
は
な
く
、
石
の
祠
（ほ
こ
ら
）が

あ
る
。
現
在
、
祭
り
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
昔
は
向
地
区
の

組
約
４
０
戸
（当
時
）の
家
で
祀
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

大窪年ノ神

大
窪
菅
原
神
社
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